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交通規制区間（大会関係車両を除く）

駅伝コース

片側交互通行区間

　後の10分程度のみ片側交互通行とします。
②JR内子駅前交差点～森並薬局前
▷規制時間　午前11時30分～午後１時
③本町商店街（本町ひろば～道後屋前）

▽規制時間　午前11時30分～午後１時
●その他
▷コースの変更があります。（通行止めのため掛木か
　ら旧道へは入りません。）
▷国道56号と379号の往来は、水戸森トンネルの　
　利用をお願いします。

①交通規制区間Ａ
　五十崎自治センター前 ～ 久保石油

②、③交通規制区間Ｂ
▷JR内子駅前交差点～森並薬局前
▷本町商店街（本町ひろば ～ 道後屋前）

駅伝競走大会の実施に伴う交通規制にご協力をお願いします
「第12回内子町駅伝競走大会」 

スタート

１月15日（日） 

- START- 【問い合わせ】内子町教育委員会　自治・学習課（内子分庁内）

　　　　
 ☎０８９３（４４）２１１４

　第12回内子町駅伝競走大会の実施に伴い、下
記のとおり交通規制を行います。ご迷惑をお掛け
しますが、皆さんのご協力をお願いします。
●大会日時
　１月15日（日）正午スタート
※雨天決行。荒天の場合は１月29日（日）に延期
●コース　五十崎自治センター前→内子自治セン
　ター→富長集会所→ＪＡ柿選果場→大瀬小学校
　→いかだや→水元集会所→小田自治センター
●交通規制区間
①五十崎自治センター前～久保石油

▽規制時間　午前11時～午後０時30分
※役場本庁前から「かわもや」の間は、スタート前

必ず守ってください

車で移動しながらの応援は危険です。選手や観客
の安全を守るため、絶対にしないでください。
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コラム＊ねんきん瓦版

　国民年金は年を取ったときやいざというとき
の生活を､ 現役世代みんなで支える仕組みです。

◆将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、
保険料を納める制度です。国が責任を持って運
営するので、年金の給付は生涯にわたって保障
されます。
◆老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年を取ったときの老齢年金の
ほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金
は､ 病気や事故で障害が残ったときに受け取れ
ます。また遺族年金は､ 加入者が死亡した場合、
その加入者により生計を維持されていた遺族

（「子のある配偶者」や ｢子｣）が受け取れます。

◆ ｢学生納付特例制度｣
　学生は一般的に所得が少ないため､ 本人の所得
が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付を猶
予する制度があります。対象は、学校教育法に規
定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等
専門学校、専修学校および各種学校（修業年限1
年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校
に在学する人です。
▶学生でない50歳未満の人で、本人および配偶者
　の所得が一定額以下の場合は「納付猶予制度」
　があります。国民年金のご相談、手続きなどに
　ついては、お問い合わせください。

【問い合わせ】
住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金

国民年金のポイント

学生は猶予制度の手続きを
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職　種 募集人数 勤務場所 必要な資格 賃金（月額）

児童厚生員 ２人 内子・五十崎児童館
保育士資格・幼稚園教
諭免許・教員免許のい
ずれか

15万4,800円

事務職員
（障がい者雇用） １人 教育委員会 身体障害者手帳の交付

を受けている人 14万2,100円

幼稚園教諭 若干名 町内の幼稚園 幼稚園教諭免許 15万4,800円

●採用職種、募集人員など
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学　年 氏　名 学校名

１年生

本田　快人（かいと） 内　子
谷岡向日葵（ひまり） 大　瀬
成見　璃琥（りく） 天　神
森本大空斗（そらと） 五十崎
吉田　郁斗（いくと） 小　田

２年生

上田　悠誠（ゆうせい） 内　子
松元ことは 内　子
山根　碧澄（あいと） 内　子
和氣　典汰（てんた） 五十崎

３年生

入江　美和（みわ） 内　子
山本　芽生（めい） 内　子
藤川　　咲（さき） 五十崎
源田　大空（そら） 小　田

４年生

池田　陽星（ようせい） 内　子
金井　瑞季（みずき） 大　瀬
小田　百花（ももか） 立　川
大木　沙彩（さあや） 石　畳
和氣ののか 五十崎
吉田　陽翔（はると） 小　田

５年生

佐藤　真弥（まなみ） 内　子
長田　未璃（みり） 立　川
髙橋　航輝（こうき） 五十崎
山本　果凜（かりん） 五十崎
中居明日香（あすか） 小　田

６年生

小西　元気（げんき） 内　子
秋山　　優（ゆう） 大　瀬
小田　星華（せいか） 立　川
上田　康輔（こうすけ） 石　畳
宮下　孝稀（こうき） 天　神
岡田　知優（ちひろ） 小　田

学　年 氏　名 学校名

１年生

田中　心愛（ここあ） 内　子
上田　小夏（こなつ） 内　子
河野亜弥香（あやか） 内　子
藤岡　奏伊（かない） 五十崎
宇都宮あみ 五十崎
松下　紗枝（さえ） 五十崎

２年生

石岡　愛梨（あいり） 内　子
松元みひろ 内　子
宮部　　蒼（あおい） 五十崎
古河　廉士（れんと） 五十崎
松代　小春（うらら） 五十崎

３年生

栗田さやか 内　子
坂見李々香（りりか） 内　子
政所　志奈（しな） 内　子
東田　佑斗（ゆうと） 五十崎
西野　夏那（かな） 五十崎
六角　仁美（ひとみ） 五十崎
小関　真衣（まい） 五十崎

『きらきらようちえん』
吉田　郁

い く と

斗さん（小田小 1 年）

『ねはんぞう』
上田　悠

ゆ う せ い

誠さん（内子小２年）

『古くからの宝物「あさひ館」』
山本　芽

め い

生さん（内子小３年）

『秋の宇都宮神社』
和氣ののかさん（五十崎小４年）

『内子座』
長田　未

み り

璃さん（立川小５年）

『泉谷の棚田』
宮下　孝

こ う き

稀さん（天神小６年）

――　特選受賞者（敬称略）　――

●小学生の部

●中学生の部

「28年度内子町を描こう写生展」審査結果のお知らせ
　内子町内の小・中学生が描いた「内子の町並み・村並み・
山並みの絵画」の審査会が11月24日に行われました。小
学校726点、中学校436点の応募作品の中から、特選に
小学校30点、中学校18点が選ばれました。

『本芳我邸』
松元みひろさん（内子中２年）

『町並みの隠れ道』
上田　小

こ な つ

夏さん（内子中１年）

『現在と昔』
小関　真

ま い

衣さん（五十崎中３年）
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　内子町が29・30年度に発注する建設工事など
の入札参加資格を得るための「入札参加資格審査
申請書」（以下、指名願い）の受け付けをします。
当該年度の競争入札に参加を希望する場合は、そ
れぞれの提出要領に従って、指名願いを提出して
ください。
　指名願いを提出していない場合は、町が発注す
る入札に参加することができませんので、ご注意
ください。
●受け付けの種類
▷建設工事（建設業法で規定するもの）
　例：土木一式工事、建築一式工事など
▷測量・コンサルタント
　例：測量一般、建築一般など
▷物品・役務提供等
　例：物品（文具・事務用機器類、自動車など）　
　　　の販売、役務（浄化槽維持管理業務など）

●受付期間
　１月13日（金）～２月13日（月）
※受付時間は平日の午前９～午後５時です。
●提出書類
　詳しくは内子町のホームページの「入札情報」
　に記載していますので、ご参照ください。不
　明な点は担当係へお問い合わせください。
　http://www.town.uchiko.ehime.jp
※�ホームページの閲覧ができない場合は、必要
書類のコピーをお渡ししますので、ご連絡く
ださい。
●注意事項　内子町内の事業者の皆さんは、建
　設デザイン課（本庁１階）にご持参ください。

【問い合わせ】
建設デザイン課　管理係
☎０８９３（４４）６１５７

29･30年度の入札参加資格を得るための
「入札参加資格審査申請書」の受け付けを始めます

＼ 事業者の皆さんへ ／
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　新しい民生児童委員・主任児童委員が決定し、
厚生労働大臣から委嘱されました。任期は28年12
月１日～ 31年11月30日です。
　民生児童委員・主任児童委員は、医療や介護、
子育ての不安など、皆さんからのさまざまな相談

あなたの身近な相談役
民生児童委員・主任児童委員

に応じ、それが解決できるように関係機関につなぐ
人たちです。秘密は守られますので、困ったことや
心配事がある人は、気軽にご相談ください。
【問い合わせ】
保健福祉課　福祉庶務係　☎０８９３（４４）６１５４
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行政区 氏名 電話番号 担当地区

内子３ 入江　英昭 （44）3051 内子２･３･４

内子22 久保　富子 （44）2918 内子１･22

内子７ 池永　壽子 （44）3193 内子６･７

内子11 河野　信清 （43）1341 内子８･９
･10･11

内子13 山本　昌子 （44）6553 内子12･13･14

内子15 辰本久美子 （43）0300 内子15･16

内子17 山口美代香 （44）3421 内子17

内子18第2 上堂　恵子 （44）3898 内子18第1･
内子18第2

内子19第1 宮岡　淑子 （44）2424 内子19第1･
内子19第2

内子20 井上　茂子 （44）3775 内子５･20･21

宿茂 上岡　東夫 （44）3282 宿茂

松尾 池田　匠子 （43）1230 松尾

田中 藪内　和子 （44）4408 田中

大岡 佐藤　伸子 （44）4020 護国・岡・大岡

富長 宮岡   健二 （44）2255 富中・富長

北深 中井   利夫 （47）1008 北深・村前

和田 河野　定一 （47）0057 和田

長田１ 中谷　信弘 （45）0454 長田１・２

行政区 氏名 電話番号 担当地区

本町１ 仙井　和子 （47）0506 本町１

本町３ 藤井　耕治 （47）0614 本町２・３

江子 正岡　久志 （47）1715 中野･江子

大久保 山岡　増藏 （47）1122 乙成･大久保･
鵜川

程内 大程久壽男 （47）1124 熊ノ滝･程内

乙影山 中村すず子 （47）1139 甲影山･乙影山

路木 山田　　榮 （47）0635 路木･梅津

今岡 森本　清正 （47）1336 川登･今岡

池田１ 重岡　  明 （47）0732 池田１ ･２

徳積 山本　州一 （47）0577 喜田村･本村･
上日ノ地･徳積

立川中央 曾根美智子 （45）0510 立川中央

上立山 宇田　輝信 （45）0155 上立山

下立山 松下　國夫 （45）0515 下立山

川中２ 西谷　安子 （45）0623 川中１ ･２ ･
日之地

立川袋口 久保　俊二 （45）0822 立川袋口

論田３ 德岡　達子 （44）2947 論田２ ･３ ･
河内４

河内５ 田中惠美子 （43）1631 河内５

石畳７ 上田ミツエ （43）1083 石畳７

石畳９ 岡本　實男 （43）1733 石畳８ ･９

●内子地区
　民生児童委員（敬称略、市外局番０８９３）行政区 氏名 電話番号 担当地区

上町 丸山　昌明 （44）3541 鳥越･黒内坊･
上町

上村 柴田　佳代 （43）0584 上村

平成 園原　泉世 （44）3581 中町･平成･新
川町

本町 泉　範子 （44）5975 本町･下町･豊
秋町･妙見町

大久喜 中本　礼子 （43）0569 八代･神南･大
久喜

古田 渡　達功 （44）4126 古田･昭和

平野 佐藤　和子 （43）0776 平野･岡第２

東沖 野中恵美子 （44）2439 東沖･天地

西沖 平田美知子 （43）1078 西沖

柿原 山岡　正市 （43）1584 柿原･田ノ口

上重松 小西　芳幸 （43）1183 駄場･下重松･上
重松･亀井･池窪

上宿間 伊達　綾子 （44）5239 上宿間･下宿間
･福岡

新田第１ 宮内　俊文 （43）1017 新田第１ ･谷･
北浦･山鳥坂

川上 和泉　清勝 （43）0500 川上･成内･
藤社

行政区 氏名 電話番号 担当地区

内子12 宮瀬　留美 0893
（44）5092 内子全地区

下宿間 宮野　明美 0893
（43）1501 五十崎全地区

吉野川
（大組） 大森　希世 0892

（52）2628 小田全地区

●五十崎地区
　民生児童委員（敬称略、市外局番０８９３）

●小田地区
　民生児童委員（敬称略、市外局番０８９２）

●主任児童委員
　（敬称略）

　民生委員制度は、大正６年に岡山県で創設さ
れた「済世顧問制度」が始まりです。以来100年
にわたり、安心して住み続けることができる地
域づくりに取り組んできました。住民の視点か

民生委員制度は平成29年に100周年を迎えます
ら、さまざまな福祉課題を明らかにするとともに、
社会の課題を改善するための全国運動に取り組み
ながら、福祉施策の充実に貢献してきた、歴史と
実績のある制度です。

行政区 氏名 電話番号 担当地区

北田 北沖　眞弓 （52）3302 北田･船戸

寺成 宮内さとみ （52）2081 野村･寺成･森

宮原 宮内美八香 （52）2320 宮原･打木

中川西
（藤井） 能仁　壽哉 （52）2714 中川西（藤井･

桑原･蔵谷）

鎌土 藤原　敦子 （52）2023 鎌土･亀ヶ谷･
祝谷･鈴の子

上川中
(久保成） 藤﨑由美子 （52）2834 上川上（北地･中畦）･

上川中（田窪･久保成）

上川西
（薬師堂） 山本奈津子 （52）2818 上川西（今生･宮下･

薬師堂）･上川中（岡）

立石
  （天神中） 宮本三七恵 （52）3561 立石（日浦･天

神上･中･下）
立石 

 （日浦） 黒田　安沖 （52）3392 立石（峰･八ッ松･上組
･中組･尾首･上成）

東組
（南山中） 林　弘恵 （52）2940 源台組･東組

中通り 岡田　行雄 （52）2319 水元･水地･中
通り

林慶 平岡　久子 （52）3002 堂村･新田･林慶

恩地 水口　教幸 （52）2073 恩地

小田上 黒田千代子 （52）3480 小田下･小田上

日野泉 西岡　美子 （52）2503 掛橋･道徳･日
野泉

大平 山﨑　英 （52）3491 大平

吉野川
（宮ノ谷） 上中美智子 （52）3835 吉野川

中田渡3 影野まり子 （52）2139 中田渡２･中田
渡４

中田渡3 水本　初子 （52）3912 中田渡１･中田
渡３

上田渡 宮岡　和夫 089
（969）2457

上田渡峰･上田
渡谷

臼杵中 中田　英子 089
（969）2721 臼杵中･下臼杵

臼杵上 上田　和生 089
（969）2588 臼杵上
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●
場
所　

伊
予
鉄
髙
島
屋　

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
農
産
園
芸
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
５
６
６

《
健
康
講
座
（
調
理
実
習
）》

●
日
時　

１
月
24
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
内
容　

季
節
で
味
わ
う
地
域
の
料

　

理
／
講
話「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

の
活
動
に
つ
い
て
」

●
定
員　

15
人

●
参
加
費　

１
人　

３
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、頭
巾

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時　

２
月
６
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費　

無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

整
理
作
業
を
し
て
い
る「
上
芳
我
家

文
書
」の
成
果
報
告
展
を
開
き
ま
す
。

　

解
読
し
て
見
え
て
き
た
、
当
時
の

製
蝋
業
や
町
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
、

古
文
書
の
魅
力
と
と
も
に
伝
え
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間　

１
月
21
日（
土
）
～

　

３
月
５
日（
日
）
の
午
前
９
時
～

　

午
後
４
時
30
分

●
展
示
内
容　

学
芸
サ
ポ
ー
タ
ー
活

　

動
成
果
報
告
展
Ⅰ「
上
芳
我
家
文

　

書
の
世
界
～
古
文
書
か
ら
読
み
取

　

れ
る
も
の
～
」

●
場
所　

木
蝋
資
料
館
上
芳
我
邸

●
入
館
料　

大
人
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

●
日
時　

１
月
21
日（
土
）、
22（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
21
日
は
午
後
７
時
ま
で

　
「
愛
媛
の
看
護
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
」を
募
集
し
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
な

い
看
護
の
場
面
な
ど
、
皆
さ
ん
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

愛
媛
県
内
在
住
者

●
応
募
内
容　

エ
ッ
セ
イ（
８
０
０

　

字
以
内
／
必
ず
題
名
を
付
け
る
）

●
応
募
方
法　

次
の
①
～
⑥
を
明
記

　

し
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応

　

募
く
だ
さ
い
。
①
郵
便
番
号
・
住

　

所
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）
③
性
別

　

④
年
齢
⑤
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア

　

ド
レ
ス（
あ
る
人
の
み
）
⑥
職
業

●
募
集
期
限　

３
月
11
日（
土
）

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
７
９
０
―
０
８
４
３　

松
山
市
道
後
町
２
丁
目
11
―
14　

公
益
社
団
法
人
愛
媛
県
看
護
協
会

☎
０
８
９
（
９
２
３
）
１
２
８
７

　

nursing-ehim
e@

circus.ocn.ne.jp

　

内
子
町
の
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
学
芸
サ
ポ
ー
タ
ー
」が
、
27
年
か
ら

●
募
集
対
象
住
宅

▽
神
山
団
地（
Ｓ
58
～
59
建
）

▽
松
柏
団
地（
Ｈ
１
建
）

▽
白
浜
団
地（
Ｈ
12
建
）

▽
大
洲
東
団
地（
Ｈ
７
建
）

●
申
込
受
付
期
間

　

２
月
１
日（
水
）
～
10
日（
金
）

※
土
・
日
曜
を
除
く
。

※
申
込
書
の
配
布
は
１
月
上
旬
か
ら

　

始
め
ま
す
。

※
申
込
は
次
年
度
の
抽
選
日
の
前
日

　

ま
で
有
効
で
す
。

●
入
居
順
位
の
抽
選

▽
日
時　

３
月
６
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

愛
媛
県
八
幡
浜
庁
舎

●
資
格
審
査
・
入
居
案
内　

空
き
家

　

が
で
き
次
第
、
入
居
順
位
に
従
い

　

連
絡
し
ま
す
。
県
の
判
断
で
、
入

　

居
の
順
番
な
ど
が
変
わ
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
南
予
地
方
局　

八
幡
浜
土
木

事
務
所
管
理
課

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

●時間　午前９時 30 分～午後４時
●持ってくるもの
①印鑑
②28年中の収入・支出が分かるもの（給与・年
　金支払書、農業の収支明細書、領収書など）
③個人番号カード。または個人番号通知カード
　と運転免許証など本人確認ができるもの
※�社会保険料控除の申告には、国民年金保険料
の控除証明書、または領収書が必要です。
※期間中は、上記の相談会場で申告をしてくだ
　さい。原則、本庁・分庁・支所の窓口では受
　け付けできませんので、ご了承ください。
【問い合わせ】
税務課　住民税係
☎０８９３（４４）６１５３

29年度町県民税・国民健康保険税
申告相談会の日程をお知らせします

●申告相談会の日程

期日 内子地区 五十崎地区 小田地区
2/
15（水）石畳自治会館 中田渡自治会館

16（木） 龍王自治会館 参川体育館

17（金） 宿福自治会館 参川体育館

20（月） 御祓自治会館

21（火） 立川小学校

22（水）和田自治会館

23（木）大瀬自治センター

24（金）大瀬自治センター 町民会館２階

27（月）大瀬自治センター 町民会館２階

28（火） 町民会館２階

3/
１（水） 町民会館２階 林業センター

２（木）
３（金）

内子自治センター 林業センター

６（月）

～

８（水）
内子自治センター 林業センター

９（木）
10（金）

内子自治センター 町民会館２階

13（月）
14（火）

内子自治センター 町民会館２階

15（水）内子自治センター 林業センター

集

募県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の「
看
護
へ
の
思
い
」

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

し

催古
文
書
か
ら
見
る
内
子

「
上
芳
我
邸
企
画
展
」の
開
催

膨大な量の「上芳我家文書」を整
理する学芸サポーター

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

愛
と
み
か
ん
が
い
っ
ぱ
い

「
え
ひ
め
・
み
か
ん
祭
り
」

愛媛の柑橘が勢揃い

●
テ
ー
マ　
「
明
治
の
女
医
さ
ん
た

　

ち
の
人
気
と
力
量
」

●
講
師　

若
倉
雅ま

さ
と登
さ
ん（
眼
科
医
・

　

作
家
）

●
内
容　

内
子
町
出
身
の
女
医
・
尾

　

崎
マ
サ
ノ
さ
ん
を
主
人
公
に
し
た

　
「
茅
花
流
し
診
療
所
」の
著
者
で
あ

　

る
若
倉
さ
ん
を
迎
え
、
明
治
期
の

　

女
医
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
主
催　

愛
媛
大
学
法
文
学
部
人
文

　

学
科
、
内
子
町
教
育
委
員
会
他

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会

自
治
・
学
習
課（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

●
演
題　
「
一
次
産
業
を
、
か
っ
こ

　

よ
く
て
・
感
動
が
あ
っ
て
・
稼
げ

　

る
３
Ｋ
産
業
に
」

●
講
師　

宮
治　

勇ゆ
う
す
け輔
さ
ん（
Ｎ
Ｐ

　

Ｏ
法
人
農
家
の
こ
せ
が
れ
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
代
表
理
事
）

※
受
講
料
は
各
５
０
０
円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

●
日
時　

２
月
15
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
場
所　

小
田
林
業
セ
ン
タ
ー

●
演
題　
「
小
さ
い
農
業
で
稼
ぐ
コ
ツ
」

●
講
師　

西
田　

栄え
い
き喜
さ
ん（
無
農

　

薬
野
菜
・
風
来　

店
長
）

《
第
３
回
》

●
日
時　

２
月
23
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
演
題　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
向
と

　

農
村
地
域
で
の
可
能
性
」

●
講
師　

外と
し
ま島

美み

き

こ

紀
子
さ
ん（
㈱
や

　

ま
と
ご
こ
ろ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ

　

ン
ツ
事
業
部
長
）

《
第
４
回
》

●
日
時　

３
月
23
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

　

全
４
回
の
内
子
町
知
的
農
村
塾
を

開
講
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
第
１
回
》

●
日
時　

１
月
26
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
演
題　
「
イ
タ
リ
ア
の
美
し
さ
に

　

学
ぶ
農
村
の
未
来
」

●
講
師　

宗
田　

好よ
し
ふ
み史
さ
ん（
京
都

　

府
立
大
学
副
学
長
）

《
第
２
回
》

●
日
時　

２
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

第
16
期
（
後
期
）「
内
子
町
知

的
農
村
塾
」
の
ご
案
内

気
軽
に
文
化
講
座
in
内
子
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社協だより　vol. ６

化
財
付
近
で
の
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

●
日
時　

２
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
～
３
時

●
場
所　

南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局

●
対
象　

高
校
１
・
２
年
生
と
そ
の

　

保
護
者

●
内
容　

南
予
地
域
か
ら
参
加
す
る

　

15
社
程
度
の
企
業
紹
介
・
企
業
情

　

報
な
ど
の
提
供
、
就
職
相
談
な
ど

●
参
加
費　

無
料

※
参
加
企
業
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
南
予
地
方
局
商
工
観
光
室

☎
０
８
９
５
（
２
８
）６
１
４
６

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
医
療
対
策
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
５
０

　

内
子
町
で
は
毎
年
、
水
道
管
の
漏

水
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
漏
水
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
で
は
身
分
証
を
持
っ
た
調
査
員

が
、
各
家
庭
の
敷
地
内
に
入
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間　

１
月
～
２
月
末

●
調
査
区
域　

内
子
地
区（
国
道
56

　

号
線
、
松
尾
、
内
子
10
・
13
、
大

　

瀬
中
央
、和
田
）、五
十
崎
地
区
全
域

●
委
託
業
者　

ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ュ

　

ネ
ッ
ツ
㈱
中
・
四
国
支
店

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

水
道
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
８

　

内
子
消
防
署
で
は
文
化
財
の
立
入

検
査
な
ど
を
実
施
し
て
、
将
来
に
継

承
す
べ
き
文
化
財
の
火
災
予
防
に
努

め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
普
段
か
ら

の「
火
の
用
心
」
は
も
ち
ろ
ん
、
文

　

は
適
用
除
外
業
種
が
定
め
ら
れ
て

　

い
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
愛

　

媛
県
最
低
賃
金（
１
時
間
７
１
７

　

円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

◎
愛
媛
労
働
局　

賃
金
室

☎
０
８
９
（
９
３
５
）５
２
０
５

◎
八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
１
７
５
０

　　

医
師
・
看
護
師
が
搭
乗
す
る
救
急

医
療
専
用
の「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
の

運
航
が
２
月
１
日
か
ら
、
愛
媛
県
で

始
ま
り
ま
す
。
救
急
現
場
な
ど
で
初

期
治
療
を
行
い
、
速
や
か
に
医
療
機

関
へ
搬
送
す
る
こ
と
で
、
救
命
率
の

向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

安
全
で
円
滑
な
運
航
に
努
め
ま
す
。

《
労
働
保
険
料
の
納
付
期
限
》

　

１
月
31
日（
火
）
は
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）料
の
第
３

期
分
の
納
付
期
限
で
す
。
事
業
主
の

皆
さ
ん
に
は
１
月
23
日
ご
ろ
に
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の

金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
（
９
３
５
）５
２
０
２

《
愛
媛
県
特
定
最
低
賃
金
の
周
知
》

　

28
年
12
月
25
日
付
け
で
愛
媛
県
特

定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
改
正
後
の
最
低
賃
金
（
１
時
間
）

　

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業
＝
８
４
７

　

円
②
は
ん
用
・
生
産
用
・
業
務
用

　

機
械
器
具
製
造
業
＝
８
５
６
円
③

　

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

　

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

　

機
械
器
具
製
造
業
＝
８
２
９
円
④

　

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
船
舶
用
機

　

関
製
造
業
＝
８
６
７
円
⑤
各
種
商

　

品
小
売
業
＝
７
５
８
円

※
特
定
最
低
賃
金
に
は
、
適
用
除
外

　

の
労
働
者
と
、
①
～
③
の
産
業
に

知

ら

せ

お愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
航
が
始
ま
り
ま
す

エアバスヘリコプターズ社製「EC135型」

内
子
・
五
十
崎
地
区
上
水
道

の
漏
水
調
査
を
し
ま
す

１
月
26
日
は
、

文
化
財
防
火
デ
ー

地
元
企
業
の
魅
力
を
知
ろ
う

「
高
校
生
対
象
就
職
フ
ェ
ア
」

上芳我邸で行った消火訓練

【申込・問い合わせ】　内子町社会福祉協議会
☎０８９３（４４）３８２０

　傾聴の技術は仕事やボランティア活動な
ど、さまざまな場面で生かすことができます。
人に寄り添う知識と技術を身に付ける、傾聴
ボランティアの講座を受講しませんか。
●開催日時　
▷基礎講座①　２月５日（日）
▷基礎講座②　２月19日（日）
　午後１時30分～４時30分
※基礎講座①の受講修了者のみが、基礎講座
　②を受講できます。
●場所　内子自治センター
●講師　畝本幸

ゆ き お

男さん（久万高原町保健福祉
　課介護班地域包括センター係長）
●参加費／定員　無料／ 30人（高校生以上）
●申込方法　電話でお申し込みください。

傾聴ボランティア養成講座
誰かを元気にできる傾聴の技術を身に付けよう――

●
応
募
期
限　

３
月
６
日（
月
）

※
詳
し
い
資
料
を
郵
送
し
ま
す
。
興

　

味
の
あ
る
人
は
一
度
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し

　

い
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

w
w

w
.kskk.or.jp

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

発
達
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
保
護
者
や
支
援
者
を
対
象
に

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

●
日
時　

１
月
29
日（
日
）
午
後
１

　

時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
後
援　

内
子
町

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
愛
媛

☎
０
９
０
（
６
２
８
７
）
４
６
７
４

　

冬
場
は
水
道
管
が
凍
結
し
破
裂
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
対
策
と
し
て

は「
水
道
管
に
保
温
材
を
巻
き
付
け

る
こ
と
」「
少
し
ず
つ
水
を
出
す
こ

と
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
水
抜

き
を
す
る
と
凍
結
の
心
配
は
、
ほ
ぼ

な
く
な
り
ま
す
。

　

各
家
庭
の
水
道
管
が
破
裂
し
漏
水

し
た
場
合
、
水
道
料
金
は
減
免
さ
れ

ま
せ
ん
。
漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
す

ぐ
に
内
子
町
指
定
の
水
道
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

水
道
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
８

　

南
の
島「
ヨ
ロ
ン
島
」
で
、
日
本

人
や
外
国
人
の
友
達
と
一
緒
に
、
楽

し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

●
期
間　

３
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

～
４
月
１
日（
土
）

●
場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
対
象　

小
学
生

●
定
員　

２
０
０
人

●
費
用　

13
万
円（
松
山
空
港
出
発
、

　

参
加
費
・
旅
費
込
み
）

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に
注
意

南
の
島
で
国
際
交
流「
ち
び
っ

こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

新しい仲間と自然を満喫

一
人
で
悩
ま
ず「
え
ひ
め
凸で

こ

凹ぼ

こ

Ｃカ

フ

ェ

Ａ
Ｆ
Ｅ
」に
行
こ
う

　内子町社会福祉協議会内子分会、五城分
会、立川分会、満穂分会では、金婚該当の皆
さんを対象に、ささやかな祝賀会を計画して
います。28年度中に結婚50周年を迎えるご
夫妻は、ぜひご参加ください。
●開催日　２月20日（月）
●対象　内子・五城・立川・満穂の各分会の
　区域内に居住し、昭和41年４月～ 42年３
　月に結婚した夫婦
●申込方法　まずは電話でお申し込みくださ
　い。後日、詳しい案内状を送付します。
●申込期限　１月31日（火）

金婚の祝賀会のお知らせ
――結婚50周年を迎える皆さんへ――
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